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オヤジロであることが記された資料が残っていることの 3 条件のうち，少なくとも
①，②の両条件を満たす個体とした。選抜したアオヤジロ 27 個体とオウゴンスギ 5
個体等を対象に針葉 DNA を抽出，4 種の SSR マーカーを用い遺伝子型を決定した。 
 各個体の樹高，胸高直径を測定し，所有者から推定樹齢の聞き取りを行うとともに，
地況および外部形態的特性の調査を実施した。また，2013 年 6，7，8，9，11 月およ
び翌 2014 年 1，4 月の各初旬に，アオヤジロ 4 個体と，比較対照として秋田県産精
英樹（以下，精英樹）3 個体，オウゴンスギ 1 個体の当年葉，前年葉を採取し，高速
液体クロマトグラフィー（以下，HPLC）により葉部色素含量の季節変化を調べ，針
葉黄化の顕著な時期を特定した。 
2）材質特性の調査  アオヤジロ 15 個体，精英樹 25 個体および雪害抵抗性候補個
体等（以下，耐雪性）25 個体について，FAKOPP（ハンガリー国アルナス社製）を
用いて立木樹幹の地上高約 0.7 m 点～1.7 m 点の間における応力波伝播速度（以下，
Vp）を測定し，木材の強度的性質について比較を行った。また，アオヤジロ 11 個体




3）繁殖特性の調査  2011 年～2013 年のいずれも 5 月下旬～6 月上旬にアオヤジ
ロ 25 個体，オウゴンスギ，フイリスギおよび精英樹各 4 個体を挿し木試験に供した。
挿し穂は 10～15 cm 長とし，1 個体 210 本（精英樹は 60 本）を原則とし，縦 490 mm
×横 340 mm×深さ 100 mm，底穴 2 mm 角の育苗箱に鹿沼土を充填した挿し床に挿
し付けを行った。これを温度 20～35℃に制御されたガラス温室内に置いて管理し，
11 月上旬に発根率を調べた。2011 年にアオヤジロ 4 個体，オウゴンスギ 3 個体，フ
イリスギ 2 個体および精英樹混合育種種子等について種子の品質検査を実施した。ま
た，2013 年と 2016 年にアオヤジロ数個体（2013 年は 2 個体，2016 年は 3 個体）か
ら花粉を採取し，精英樹の北秋田 1 号または雄勝 13 号を母方として人工交配試験を
実施した。さらに，2011 年 7 月中旬，定植後 3 年を経過したアオヤジロ 3 個体の苗
木の枝にジベレリン 50，100 ppm 水溶液約 100 ml を葉面散布し，花芽分化促進に関
する調査を実施した。 
【結果および考察】 
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2）材質特性の調査  Vpの平均値は，アオヤジロ区 3487 m/s，精英樹区 3231 m/s













3）繁殖特性の調査  挿し木試験の結果を図-6 に示す。発根率の平均値はアオヤジ




の生殖能力が正常であることを確認した。また，一部のアオヤジロと精英樹  雄勝 13
号との交配実生にのみ黄葉を持つものの出現を認め，針葉黄化の形質が遺伝すること
を明らかにした（図-7，8 および 9）。図-7 に示す交配 F1における黄葉苗の出現割合
から，針葉黄化の形質が父性遺伝による可能性が示唆されたが，母方の個体も限定さ
れることから，針葉黄化に関する遺伝についてはさらなる検討を必要とする。  
花芽分化促進試験では，アオヤジロへのジベレリン 50，100 ppm 水溶液散布によ
り雌雄両花の着生を確認し，計画的な種子生産が可能であることを明らかにした。  
【総合考察】 


























































1 99 151 178 246 312 312 138 140
3 103 125 173 178 229 229 138 149
    5* － － － － － － － － a （maybe）
6 105 105 183 186 227 249 155 159 a
10 103 105 183 209 235 265 165 200
12 103 129 183 189 241 249 128 132
14 99 103 185 215 229 267 136 176 b
16 99 103 185 215 229 267 136 176 b
17 99 103 185 215 229 267 136 176 b
19 103 123 183 218 237 263 128 159
20 99 162 183 229 267 296 138 149
21 107 144 182 204 227 229 142 144
22 107 125 225 225 227 253 136 136
23 131 155 187 213 229 269 128 186
27 103 151 183 183 229 249 149 159
29 103 125 183 209 247 257 138 161
34 125 125 183 199 229 229 136 149
37 105 109 183 219 251 257 138 149
39 103 182 173 187 229 235 136 138
40 99 103 185 215 229 267 136 176 b
41 99 103 185 215 229 267 136 176 b
42 103 127 198 209 237 247 176 213
45 101 103 183 189 241 259 136 155
47 151 179 187 187 251 253 138 155
51 103 151 187 187 261 261 146 165
57 99 105 183 183 239 288 136 149
66 105 105 183 186 227 249 155 159 a
18 117 151 185 187 237 241 136 157 ｵｳｺﾞﾝｽｷﾞ
26 117 151 185 187 237 241 136 157 ｵｳｺﾞﾝｽｷﾞ
46 117 151 185 187 237 241 136 157 ｵｳｺﾞﾝｽｷﾞ
49 117 151 185 187 237 241 136 157 ｵｳｺﾞﾝｽｷﾞ
69 117 151 185 187 237 241 136 157 ｵｳｺﾞﾝｽｷﾞ
Cjgssr 77 Cjgssr 175 CJS0333 CS1226
個体 No. 1～66 がアオヤジロ。備考欄の a，b および行の色が同じも
のはフラグメントパターンが一致した個体を示す。  
図-1 個体識別をもとにしたアオヤジロの分布 
表-1 SSR マーカーを用いたアオヤジロ等の個体識別結果 
●は別個体，○の色が同じものはフラグメントパ
ターンが一致した個体を示す。  








































1 大仙市蛭川 23 105 200 Ⅱ 円錐体 直・二又 流れ 中 中 中 Bo 全体 雌雄
3 大仙市土川 24 89 100 Ⅱ 円錐体 直 網 中 中 剛 Bo 全体 雌雄
5 大仙市南外（C） 28 58 140 Ⅱ 放物体 直 網 中   －*   －*   －* 全体 雌
6 大仙市南外（L） 26 53 140 Ⅱ 放物体 直 網 中 中 中 Bo 全体 雌
10 南秋田郡五城目町 21 40 80 Ⅰ 円錐体 直 網 中 弱 中 Bo 葉端 雄
12 横手市増田町 16 45 60 Ⅰ 放物体 直 網 下 中 中 Ba 葉端 雌雄
14 大仙市太田町 21 86 200 Ⅱ 放物体 直 網 中 弱 中 Ba 葉端 雌雄
16 大仙市堀見内（K) 18 69 100 Ⅱ 放物体 直 網 中 弱 中 Ba 葉端 雄
17 大仙市堀見内（N) 18 39 50 Ⅱ 円錐体 直 網 中 弱 中 Ba 葉端 雄
19 藤里町粕毛 28 53 100 Ⅱ 放物体 直 網 中 中 中 Ba 葉端 雌
20 北秋田市八幡岱新田 28 68 140 Ⅱ 放物体 直・二又 網 上 弱 中 Ba 葉端 雄
21 北秋田市李岱 15 33 30 Ⅰ 円錐体 直・二又 網 中 中 中 Ba 葉端 雄
22 北秋田市米内沢 28 43 45 Ⅰ 円錐体 直 網 上 中 剛 Bo 葉端 雄
23 大仙市四ツ屋 7 28 30    －**    －**    －** 網 下 強 剛 S 葉端 雌雄
27 北秋田市森吉（M） 10 20 40 Ⅰ 円錐体 直 流れ 上 弱 中 Bo 葉端 無
29 北秋田市森吉（Y） 14 42 － Ⅱ 円錐体 直 網 中 中 中 Bo 葉端 雄
34 大仙市南外（A） 22 41 60 Ⅱ 円錐体 直 繊維 中 弱 中 Ba 全体 雄雌
37 北秋田市三里 33 84 160 Ⅱ 円錐体 直・二又 網 中 中 中 Ba 葉端 雄
39 由利本荘市鳥海町 30 64 80 Ⅰ 円錐体 直 網 上 弱 中 Ba 頂部 雌
40 大仙市高関上郷（B） 20 51 80 Ⅱ 円錐体 直 流れ 中 中 中 Ba 葉端 雌雄
41 大仙市高関上郷（W） 23 70 200 Ⅱ 放物体 直 網 中 中 中 Ba 葉端 雌雄
42 大仙市上鴬野 11 25 40 Ⅱ 円錐体 直 網 下 中 中 Bo 葉端 雄
45 北秋田市七日市 5 17 30 Ⅰ 円錐体 直 網 中 強 剛 S 葉端 無
47 大仙市土川 13 33 60 Ⅱ 円錐体 直 網 中 中 中 S 葉端 無
51 秋田市添川 19 70 150 Ⅱ 放物体 直 網 下 強 剛 S 全体 雌雄
57 大仙市協和 20 54 80 Ⅱ 円錐体 直 網 中 弱 軟 Ba 全体 雌雄




















































耐 雪 性  アオヤジロ  
図-3 アオヤジロ，精英樹および耐雪性スギの応力波伝播速度（Vp） 







胸高直径（cm）            推定樹齢（年生） 
図-4 アオヤジロにおける応力波伝播速度（Vp）と
胸高直径および推定樹齢の関係 図-5 アオヤジロの心材に含まれる揮発性成分の GC 分析例 
表-3  アオヤジロ，精英樹の心材最外部に含まれる揮発性成分組成  
Peak
No. OG3 OG13 KI1 MI4 YA2 YU11 b) 6 10 12 14 16 20 22 29 34 47 66
1 α-cubebene 2.3 2.0 1.8 2.0 1.3 1.5 1.5 1.6 1.4 1.1 1.3 1.2 1.5 1.3 1.0 1.4 1.7
2 α-copane 0.9 0.9 1.1 1.1 0.7 0.7 1.1 1.1 0.8 0.8 0.9 1.0 0.9 0.9 1.1 1.2 1.1
3 β-cubebene 3.2 2.9 3.0 2.4 1.2 1.9 2.4 2.4 2.5 0.9 1.2 1.9 0.7 1.8 0.9 2.4 2.0
4 trans-caryophyllene 2.6 2.4 2.5 2.6 1.7 1.7 3.0 2.8 2.2 2.1 2.2 2.2 2.0 2.3 1.9 2.5 2.6
5 thujopsene 0.9 0.8 0.6 0.9 0.5 0.5 0.6 0.5 0.5 0.3 0.5 0.3 0.4 0.3 0.2 0.3 0.6
6 β-cadinene 1.7 2.0 1.0 1.9 1.0 1.8 0.7 0.9 0.9 0.5 0.7 0.4 1.0 0.4 1.0 0.4 0.9
7 α-humurene 2.2 1.8 2.2 2.2 1.6 1.4 2.3 2.0 2.1 1.8 1.9 2.0 1.7 2.0 1.6 2.1 2.3
8 γ-muurolene 0.8 0.7 0.8 0.8 0.6 0.7 0.8 0.7 0.7 0.6 0.7 0.7 0.8 0.8 0.6 0.7 0.8
9 muurola-4,5-diene 4.4 3.5 2.8 4.7 2.2 3.5 3.4 3.2 2.8 2.4 2.9 2.7 5.2 3.1 2.8 2.9 4.0
10 α-muurolene 10.1 8.4 10.8 9.6 12.8 7.4 9.2 8.1 12.4 8.5 7.9 7.6 7.9 8.1 8.0 8.2 8.6
11 δ-cadinene 12.1 12.9 9.1 14.9 8.1 13.0 11.4 10.7 9.0 9.6 10.2 8.3 25.1 12.6 13.3 9.3 14.6
13 trans-calamenene 1.2 0.9 1.2 1.5 1.0 1.4 1.0 0.7 0.9 1.4 0.8 0.8 2.1 1.3 1.6 0.8 1.3
14 4-epicubebol 10.8 8.6 7.9 11.6 6.8 10.7 10.9 9.9 9.3 5.7 6.7 8.6 4.4 8.8 7.1 9.4 10.2
15 cubebol 19.9 14.3 23.4 17.6 10.4 14.2 25.0 20.0 20.0 16.4 11.9 19.5 5.6 18.6 14.1 23.4 19.1
16 cubenol 1.0 1.1 0.9 1.6 0.8 1.6 1.1 1.0 0.9 1.0 0.9 0.9 3.6 1.8 1.6 0.9 1.6
17 epicubenol 2.0 2.3 1.5 2.8 1.5 2.9 2.0 1.8 1.8 1.7 1.6 1.5 5.7 3.0 2.4 1.7 2.8
18 T-cadinol or T-muurolol 0.6 0.5 0.4 0.8 0.2 0.6 0.6 0.5 0.5 0.2 0.3 0.4 0.6 0.6 0.4 0.5 0.6
19 unknown 0.5 0.8 1.1 0.8 2.6 0.4 0.5 0.3 1.1 2.6 1.7 0.8 1.2 0.7 2.2 + 0.6
20 sandaracopimaradiene 1.0 0.7 0.2 0.2 0.5 2.2 0.5 1.7 0.5 1.2 4.6 0.8 1.3 1.2 1.5 0.5 0.6
21 cryptomerion 0.4 1.1 0.9 1.1 2.6 0.3 0.2 0.4 1.4 0.8 0.8 1.5 0.2 + 4.9 0.3 0.1
22 abieta-7,13-diene 0.4 2.9 1.3 1.4 2.7 3.8 0.6 3.4 1.8 0.8 2.4 6.3 4.9 5.5 + 4.3 2.2




nd 0.9 0.8 + 1.4 0.7 0.1 0.4 2.4 0.2 0.4 0.6 nd + + + 0.1
25 sandaracopimarinal 2.6 4.3 2.2 1.6 8.3 3.7 0.9 2.5 1.2 3.0 2.3 5.3 3.1 3.3 2.2 2.6 0.8
26 bisabolatrien-1-ol-4-one + + 0.5 + 0.3 1.0 0.7 0.8 0.4 0.8 0.5 0.6 0.7 0.8 + 0.5 1.2
27 phyllocladanol 0.5 + 0.9 0.4 0.5 1.2 0.5 0.5 0.7 0.7 1.5 0.6 + 0.3 + 0.5 0.5
28 sandaracopimarinol 2.2 5.3 1.7 2.1 5.9 8.3 1.9 4.0 2.6 3.8 3.6 6.3 3.2 5.0 3.0 4.4 2.2
29 ferruginol 8.0 11.0 13.8 5.9 14.3 6.4 8.1 11.9 9.3 19.3 19.5 7.7 6.7 6.9 7.9 12.2 6.8
30 6,7-dehydroferruginol 4.2 2.0 2.4 2.0 3.2 1.9 3.8 2.6 1.8 2.2 2.8 2.5 1.8 3.9 1.6 4.0 3.7
Total 97.7 96.1 97.7 95.7 95.8 96.5 95.8 97.5 93.0 91.5 94.4 94.2 94.2 96.2 84.3 98.2 94.7
* 各データはピーク面積の割合(%)を示す。.
a) PLT: 精英樹, AOY: アオヤジロ。
b) OG: 雄勝, KI: 北秋田, MI: 南秋田, YA: 山本, YU: 由利を示す。































































3 3.42 8.6 38.5 44.5 32.0
12 2.70 7.2 40.5 44.5 26.5
14 2.16 5.8 35.5 42.5 29.5
51 2.64 7.7 48.0 53.0 39.0
平均値 2.73 7.3 40.6 46.1 31.8
　オウゴンスギ
7 4.05 10.7 34.5 62.5 23.5
18 3.28 10.1 10.5 17.5 5.0
46 3.66 11.1 10.5 28.5 4.5
平均値 3.66 10.6 18.5 36.2 11.0
　フイリスギ
2 3.21 9.8 16.0 24.0 9.5
33 4.49 11.3 40.5 46.0 34.0
平均値 3.85 10.6 28.3 35.0 21.8
　その他の黄色葉をもつスギ
15 5.28 15.1 14.8 25.8 8.1
　精英樹混合育種種子
Pts 2.74 6.7 47.9 63.3 29.6
1)   検 査期 間 :   平成24年2月15日～3月14日 (28日間)
2) 充 実 率 :   発芽率(％)＋未発芽率(％)


























図-8 雄勝 13×No. 40 の F1 
（播種 1 年 4 カ月後） 
図-9 雄勝 13×No. 21 の F1 
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